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高 

卒 

採 
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ピ 

ー 

ル 

枠 

』　

釧
路
市

            

受
験
資
格
は
意
欲
や
能
力　

一
般
教
養
試
験
な
し

　

釧
路
市
は
8
月
1
日
か
ら
募
集
す
る
高
校
卒
の
市
職
員
採

用
試
験
で
、
新
た
に
一
般
教
養
試
験
を
行
わ
な
い
「
総
合
職
」

（
自
己
ア
ピ
ー
ル
）を
設
け
る
。
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
芸
術
・
研
究
・

学
術
な
ど
の
分
野
で
大
き
な
実
績
・
成
果
を
収
め
、
そ
の
過

程
で
培
わ
れ
た
挑
戦
す
る
意
欲
や
能
力
を
発
揮
で
き
る
人
材

を
受
験
資
格
に
挙
げ
て
い
る
。
理
由
に
つ
い
て
市
は
「
年
々

変
わ
る
行
政
に
求
め
ら
れ
る
役
割
に
対
応
で
き
る
多
様
な
人

材
が
必
要
」
と
説
明
し
て
い
る
。

　

市
は
「
専
門
的
・
技
術
的
な
能
力
で
は
な
く
、
活
力
や
タ

フ
な
精
神
力
、
物
事
を
成
し
遂
げ
る
力
な
ど
の
こ
と
」
と
説

明
し
て
い
る
。

　

採
用
予
定
は
若
干
名
。
第
1
次
試
験
は
書
類
選
考
。
第
2
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■ 8 月の予定 ■

東高校弓道部の片岡さんと成田さんの
武道館での大会！成田さんが準優勝！

自
閉
症
児
が
飛
行
機
で
一
人
旅
…

                        

隣
席
の
男
性
の
親
切
に
全
米
が
共
感

  

飛
行
機
に
乗
っ
て
１
人
で
父
親
に
会
い
に
行
っ
た
自
閉
症

の
男
の
子
。
機
内
で
隣
り
合
わ
せ
た
男
性
の
思
い
や
り
あ
ふ

れ
る
行
動
が
、
人
々
の
共
感
を
呼
ん
で
い
る
。 

　

米
地
方
テ
レ
ビ
局
「
Ｗ
Ｔ
Ｖ
Ｄ
－
Ｔ
Ｖ
」（
７
月
２
日
付

電
子
版
）
な
ど
に
よ
る
と
、ラ
ス
ベ
ガ
ス
に
住
む
ア
レ
ク
サ
・

ビ
ヨ
ル
ン
ソ
ン
さ
ん
は
６
月
２
７
日
、
自
閉
症
の
息
子
ラ
ン

ド
ン
君
（
７
）
を
１
人
で
オ
レ
ゴ
ン
州
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
に
住

む
父
親
に
会
い
に
行
か
せ
た
。い
ろ
い
ろ
な
事
情
が
あ
っ
て
、

ど
う
し
て
も
一
緒
に
行
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
だ
。

　

自
閉
症
の
男
の
子
が
飛
行
機
で
一
人
旅
を
す
る
の
は
大
変

な
こ
と
。
悩
ん
だ
ア
レ
ク
サ
さ
ん
は
次
の
よ
う
な
手
紙
を
書

き
、
１
０
ド
ル
紙
幣
を
同
封
し
て
息
子
に
持
た
せ
、「
必
ず

隣
に
座
っ
た
人
に
渡
す
の
よ
」
と
念
を
押
し
た
。

　
〈
今
日
、
息
子
は
初
め
て
父
親
に
会
い
に
オ
レ
ゴ
ン
に
行

き
ま
す
。
息
子
は
高
機
能
自
閉
症
で
、
あ
な
た
に
『
ま
だ
着

か
な
い
の
？
』
と
神
経
質
に
何
度
も
質
問
す
る
で
し
ょ
う
。

ど
う
か
息
子
を
安
心
さ
せ
、
落
ち
着
か
せ
て
や
っ
て
く
だ
さ

い
。
１
０
ド
ル
を
同
封
い
た
し
ま
す
〉

  

ラ
ス
ベ
ガ
ス
発
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
行
の
サ
ウ
ス
ウ
エ
ス
ト
航

空
機
で
ラ
ン
ド
ン
君
の
隣
に
座
っ
た
の
は
、
ベ
ン
・
ペ
ド
ラ

ザ
さ
ん
と
い
う
男
性
だ
っ
た
。 

　

ベ
ン
さ
ん
は
、
搭
乗
し
た
飛
行
機
が
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
国
際

空
港
に
着
陸
す
る
と
、
ラ
ン
ド
ン
君
と
の
ツ
ー
シ
ョ
ッ
ト
を

撮
り
、
次
の
よ
う
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
添
え
て
、
ア
レ
ク
サ
さ

ん
に
送
信
し
た
。

　
〈
ア
レ
ク
サ
さ
ん
。
私
は
ベ
ン
で
す
。
確
か
に
息
子
さ
ん

は
『
ま
だ
着
か
な
い
の
？
』
と
何
回
か
私
に
尋
ね
ま
し
た
が
、

素
晴
ら
し
い
旅
の
友
で
し
た
。
私
た
ち
は
楽
し
く
過
ご
し
、

ジ
ャ
ン
ケ
ン
を
し
て
遊
び
ま
し
た
。
素
晴
ら
し
い
息
子
さ
ん

を
お
持
ち
で
、
あ
な
た
は
幸
運
だ
〉〈
１
０
ド
ル
は
感
謝
し

ま
す
が
、
必
要
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ラ
ン
ド
ン
君
に
敬
意
を

示
す
意
味
で
、
米
自
閉
症
協
会
に
寄
付
し
ま
し
た
。
良
い
１

日
を
！
〉

  

ア
レ
ク
サ
さ
ん

は
、
こ
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
の
ス
ク
リ
ー
ン

シ
ョ
ッ
ト
を
自
身
の

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
に

投
稿
し
、
次
の
よ
う

に
記
し
た
。

〈
こ
の
方
に
心
か
ら
感
謝
し
ま
す
。
こ
ん
な
に
親
切
な
方
が

い
て
、
世
界
を
よ
り
良
く
し
て
く
れ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

私
も
こ
の
方
の
よ
う
に
な
る
べ
く
、
努
力
し
ま
す
。
ベ
ン
さ

ん
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！
！
！
！
〉

　
こ
の
投
稿
は
人
々
の
心
を
打
ち
、
急
拡
散
。
日
本
時
間
の
7
月
2
日
現
在
、

３
万
６
０
０
０
人
が
「
い
い
ね
！
」
を
付
け
、
２
０
０
０
件
近
い
コ
メ
ン
ト
が
殺
到
し
て

い
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
07
・
03　

日
刊
ゲ
ン
ダ
イ

ストップ  過 保 護・過 干 渉 

次
試
験
は
小
論
文
・
性
格
特
性
検
査
・
事
務
適
正
検
査
。
第

3
次
試
験
は
集
団
面
接
・
個
人
面
接
・
集
団
討
論
。
高
木
雅

博
市
職
員
監
は
「
一
般
教
養
試
験
に
よ
ら
な
い
能
力
。
創
造

力
や
行
動
力
が
あ
り
、
柔
軟
で
積
極
的
な
人
物
、
人
材
を
求

め
る
」
と
話
し
て
い
る
。

  

こ
ん
な
身
近
な
と
こ
ろ
で
も
学
力
が
高
い
だ
け
で
は
通
用

し
な
い
と
い
う
事
が
現
実
と
な
っ
て
来
ま
し
た
。

　

Ａ
Ｉ
時
代
に
対
応
で
き
る
人
材
と
は
、
書
か
れ
て
い
る
よ

う
に
「
挑
戦
す
る
意
欲
や
能
力
を
発
揮
で
き
る
人
材
」、
多

様
な
価
値
感
を
持
て
る
人
た
ち
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
最
も
必
要
な
こ
と
が
家
庭
で
は
過
保
護
、
過

干
渉
を
や
め
、
学
校
で
は
制
服
、
校
則
を
廃
止
す
る
こ
と
で

す
。
自
分
で
考
え
、
自
分
の
意
志
で
、
自
己
責
任
で
行
動
で

き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
教
育
の
役
割
な
の
で
は
！

　塾生だった後鳥さんと成田さんが差
し入れを持ってきてくれました。

一 日 に 一 度 は R-GROUP
の確認をお願いします。

 夏期講座が始まりました！

7 月の計算特講の結果です。今回の１位は福士君
でした。1 年生の健闘が目立ちます。第 3 回予定

大きな声であいさつすること、忘れ物を
しないこと！チェックは厳しくします！

★  長 時 間 の 部 活 は 誰 の た め ？！ ★
　部活動の過熱が問題視されるなか、2018 年 3
月にスポーツ庁が運動部のガイドラインを、12
月に文化庁が文化部のガイドラインを策定し
た。注目すべきは活動量の規制である。いずれ
のガイドラインにも具体的には、週あたり 2 日
以上の休養日（少なくとも、平日 1 日以上、土
日 1 日以上）を設けること、また 1 日あたりの
活動時間は、長くとも平日では 2 時間程度、土
日は 3 時間程度とすることが明記された。
　意識の低い釧根地区は特に部活の時間が長く
無駄な遠征も多い。自主性のない子供たちにガ
イドラインを無視してまでやるのはいったい誰
のため、何のため？！部活の顧問には問題教師
もいます。圧倒的な格差を生むＡＩ時代に生き
る子供たちの将来を考えるとき、父母も、学校
も教育委員会もガイドラインに従うべきです！

芸術館で行われた附属中学校美術部の作品展、田
中さん、高橋さん、福士君の作品、良かったです。

久しぶりに北陽２年生の早川君がガリ
ガリ君を持って近況報告に来ました。

自分を変えるチャンスをくれた塾だか
ら、年に２度は差入れと言う小原君！

富原１年の土井さん、少
ない人数で健闘しました。

 最 後 の 中 体 連
鳥取西３年の山上君
のシュート！

６番の松山
君は函館で
行われる全
道大会へ出
場します！

　 鳥 取 中 サ ッ
カ ー 部、 ３ 年 生
４番の小林君と

漢 

字 

検 

定 
合 
格 

者
（
左
上
か
ら
）

　

3
年
生 

田
積
さ
ん 
6
年
生 

佐
藤
君
、
菅

原
君 

中
2 

古
川
君 
中
1 
田
中
さ
ん
、
土
井

さ
ん 

中
2 

田
中
さ
ん

　

合
格
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！
次
回
は

秋
の
予
定
で
す
。
ま
た
挑
戦
し
て
下
さ
い
！

前期中間試験、部活中心だっ
た人の結果はかなりヤバイよ。

公立高校入試まで
   あ と 216 日

センター試験まで
   あ と 169 日



　
『 製 造 業 だ け じ ゃ な い　高 専 生 の 就 職 先 ラ ン キ ン グ 』 

　　　　　　　　　　　　　　　　       　　　高 専 に 任 せ ろ！ 2 0 1 8 　

　採用戦線は売り手市場が続いているが、中でも高等専門学校（高専）は求人倍
率が 20 ～ 30 倍にも達する激戦区だ。企業はあらゆる手を尽くして高専生に秋波

を送る。優れた若き力が集まりゴールデンエイジとも
言われる高専生。企業はいかに争奪戦を繰り広げてい
るのか。「高専に任せろ！　2018 年就職先ランキング」
を読み解く。
  もはや高専出身者がいなければ製造現場が持たな
い。それほど採用に力を入れるのが 2018 年春の採用
数で 2 位のサントリーグループだ。
機械や電気など高専が得意とする「モノづくり」と
は遠いイメージがあるが、実は生産・技術系採用
の半数以上を高専出身者が占める。採用を担うサ
ントリーホールディングスの部署名は、その名も

「MONOZUKURI 本部」。モノづくりの司令塔だ。
 高専は 5 年制。就活は 4 年生の夏のインターンシップ（就業体験）から始まり、
5 年生の春には教授らと相談して志望を固める。その後は理系の大学生らと同様
に学校から推薦を得たり、エントリーして選考を受けたりする。
■ 5 日間就業体験

 サントリーグループはインターンシップを 5 日
間開催し、セミナーや見学会でフォローするサン
トリーは夏休みに 5 日間のインターンシップを実
施。高専生はビール、スピリッツ、清涼飲料の各
事業会社の工場を見学する。案内役は高専出身の
社員だ。冬にはセミナーを催し、進路が固まる春

にはさらに半日間の工場見学も開くなど、きめ細かくフォローアップする。「こ
こまで高専生採用に積極的に取り組む企業は他にない」（サントリーホールディ
ングス・MONOZUKURI 本部開発生産推進部の居原田圭課長）
  11 年 3 月 11 日のことだ。群馬県渋川市にある榛名工場での見学会。始まって
間もなく東日本大震災が発生し、大きな揺れに見舞われた。見学会は中止となり、
遠方からの高専生は帰りの交通手段が奪われた。そのとき工場で働く高専出身者
が、保護者への連絡からホテルの予約、食料調達などに奔走。余震が続く夜になっ
ても高専生に寄り添った。献身的な高専出身者の姿に胸を打たれ、入社の決意を
固めた学生もいる。

  毎年 50 人前後の高専生を採用するダイキン（57 人、5 位）
は高専生向けにパンフレットなど充実した採用資料を用
意している。業務内容はもちろん入社後の研修やキャリ
ア形成、寮生活に至るまで、高専出身者のコメントとと
もに盛り込む。入社後の姿を詳細にイメージさせる狙い
だ。
　ロボットや人工知能（AI）の技術も駆使してモノづく
りの高度化を目指すダイキン。「大学の工学部出身者と
違って、高専生は早くから実際にモノづくりを経験して
いるのが強みだ。学力のベースも高い」（人事本部の山田
智彦人事企画グループ長）
　ある高専の就職担当教授は企業へこんなメッセージを

送る。「高専生は大卒社員と伍（ご）していけるのか、先輩の動静に極めて関心
が高い」。本科生の場合、20 歳で社会人となる不安を解消させることが円滑な採
用につながる。

   全国にくまなく配置されている高専は地域と
の関わりも深い。NTT 東日本は 18 年春入社か
ら、本社採用だけでなく地域会社でも採用を始
めた。エンジニア職は NTT 東日本グループと
して一括で採用。北海道から南関東までの 4 地
域子会社と、システム構築支援などを手掛ける

NTT-ME で働くことになる。
入社後は通信回線の保守をはじめ、基幹ネットワーク構築、サイバーセキュリ
ティー業務などもカバー。地域の情報通信産業の中核人材となる。

■採用数が倍増
　採用者数を大幅（約 2 倍）に伸ばしたのが東レ（25 人、24 位）だ。炭素繊維な
ど先端素材に強みを持ち、海外事業の重要性が一層高まっている。一方で兵站（たん）

が伸びてはいけないと、国内の研究開発や生産技術を支
えるキーマンとして、高専出身者の重要性が増している。
 　「高専生は基礎からみっちり勉強しており、土台が
しっかりしている」（東レ）。高度経済成長時代に大量採
用した技術者の退職も理由の一つだという。
他にも「探究心の強さを高く評価している」（ランキン
グトップの JR 東海）、「高い専門性を有している」（7 位
の中部電力）。「実習・実技を経験していることが大卒に
はない魅力」（26 位の SUBARU）――。高専生を積極採
用する大手企業からはそんな評価が聞こえてくる。
かつては重厚長大な製造現場を支えた高専も、産業構造

の変化を敏感に感じ取っている。文部科学省「学校基本調査」（18 年）によると高
専卒業生（国立、公立、私立）のうち、10 年間で構成比が大幅に伸びたのが「学
術研究・専門・技術サービス業」。研究所やコンサルタント系の仕事がこれに相当
する。
知識集約型産業である情報通信業も伸びた。IT 人材不足と高専生のプログラム技

術の高さが合致した結果だ。また
電気・ガス・水道業も構成比が向上。
再生可能エネルギーや環境関連な
どの成長分野で高専生の能力が買
われた。
 高専生向けのキャリア支援サイト
を運営する高専キャリア教育研究
所（東京都稲城市）の菅野流飛社
長は「スタートアップ企業の引き

合いも強い」と指摘する。大手に流れる傾向はあるが、「現場に強く、粘りがある
高専生の魅力に気付いた IT 企業も増えている」と見る。大手から中小やスタート
アップまで巻き込んだ高専生の争奪戦がますます過熱しそうだ。

（編集委員　田中陽、企業報道部　小柳優太）日経産業新聞　2018 年 10 月 19 日

　　　「釧 路 高 専 オ ー プ ン キ ャ ン パ ス」
　7 月 21 日、オープンキャンパスに行ってきました。
上の記事にある就職先ランキング２位のサントリーに釧路高
専からも行っていること、各学科の近年の求人者数の多さに
驚きました。市職員を昨年 3 月に定年退職し、61 歳で今年入
学した高木亨さん（左）にも遭遇しました。
　また、総務課に伺い、高専５年終了後からの大学入試に関
する貴重な話を聞かせていただきました。将来、工業系、技
術系に進みたい人は、大学のような恵まれた環境の高専です

ね。


